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ご使用になる前に

このたびは、インテリジェントコンパクトフラッシュ リーダ／ライタ「ＣＦＤ－２０Ｓ」をお買い上げいただき

誠にありがとうございます。

本製品をお役立て頂くために、このマニュアルを十分お読みいただき、正しくお使い下さい。

今後共、弊社製品をご愛顧賜りますよう宜しくお願いいたします。

本製品は、下記の品より構成されております。梱包内容をご確認のうえ、万が一、不足しているものがあれば

お買い上げの販売店までご連絡ください。

■本製品の内容及び仕様は予告なしに変更されることがありますのでご了承ください。

■ノイズの多い環境での動作は保証しかねますのでご了承ください。

■発煙や発火、異常な発熱があった場合には、すぐに電源を切ってください。

■本書に記載される製品および技術のうち、「外国為替および外国貿易法」に定める規制貨物等（技術）に該当するものを輸出

または国外に持ち出す場合には同法に基づく輸出許可が必要です。

■本製品は万全の注意を払って製作されていますが、万一初期不良品であった場合、お買い上げ頂いた販売店へ保証書を添えて

ご返却ください。（弊社より直接お買い上げのお客様については、出荷時に全て登録済みとなっております。）

■万が一、本製品を使用して事故または損失が発生した場合、弊社では一切その責を負いません。

■保証内容、免責等につきましては、添付の保証書をご覧ください。

■本製品を仕様範囲を越える条件において使用された場合については、動作は保証されません。

■本製品を改造した場合、保証は一切適用されません。

■他社製品との接続互換性および相性問題は保証いたしません。

梱包内容

梱包内容

取り扱い上の注意

保証

!

●本製品には、民生用の一般電子部品が使用されています。宇宙、航空、医療、原子力、運輸、交通、各種

安全装置など人命、事故に関わる特別な品質、信頼性が要求される用途でのご使用はご遠慮ください。

●極端な高温下や低温下、または振動の激しい環境での使用はご遠慮ください。

●水中、高湿度、油の多い環境でのご使用はご遠慮ください。

●腐食性ガス、可燃性ガス等の環境中でのご使用はご遠慮ください。

●基板の表面が水に濡れていたり、金属に接触した状態で電源をいれないでください。

●定格を越える電源を加えないでください。

●CFD-20S（C／F) 本体 １台 ●マニュアルディスク １枚

●ユーティリティディスク １枚 ●RS232 ケーブル（9 ピン） １本

●AC アダプタ（AC100V 入力） １本 ●ゴム足（CFD-20SC のみ） ４個

●保証書 １枚
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１． 製品紹介

本製品は、ＤＯＳ互換ファイルシステムを搭載したコンパクトフラッシュリーダ／ライタです。

ＤＯＳ互換ファイルシステムを搭載しているので、ＯＳ非搭載の組み込み機器にも簡単にコンパクトフラッシュリード

／ライト機能を付加することができます。ＣＦＤ－２０Ｓで作成されたファイルは、パソコンで読み書きできます。

逆にパソコンで作成されたファイルをＣＦＤ－２０Ｓで読み書きすることもできます。（＊１）

＊１ パソコンで読み書きするには、ＣＦＤ－２０Ｓまたは市販のコンパクトフラッシュリーダ／ライタが必要です。

1.1 製品の特長

●ＤＯＳ互換ファイルシステムを搭載

ＣＦＤ－２０Ｓは、ＦＡＴ１２／ＦＡＴ１６／ＦＡＴ３２に対応したＤＯＳ互換ファイルシステムを搭載してい

るので、ホストに複雑なファイルシステムを実装する必要がありません。したがって、小ロット製品で、ファイ

ルシステムを組み込む余裕がない場合や、開発期間の短縮に有効です。

●ＲＳ２３２（ＥＩＡ－５７４）インターフェースを採用

ＣＦＤ－２０Ｓは組み込み機器で最も一般的なＲＳ２３２インターフェース（調歩同期）を採用しています。

ホストにＲＳ２３２が１チャンネルあれば接続可能なので、既存機器の拡張用途などにも利用できます。

また、ホストとの接続は最小わずか５線で、距離も最大５ｍ（＊２）まで引き延ばせるので設置の自由度が高く

なっています。通信速度は２４００ｂｐｓ～２３０４００ｂｐｓで、低速通信から高速通信まで広範に対応して

います。

＊２接続距離については、ホストのドライバ性能や使用環境にも影響されます。

●ＴＴＬインターフェース装備（ＣＦＤ－２０ＳＦのみ）

ＣＦＤ－２０ＳはＲＳ２３２インターフェースのほかにＴＴＬインターフェースを使用できます。

ＴＴＬインターフェースを利用すれば、５Ｖ系及び３．３Ｖ系マイコン回路のシリアルインターフェースと直結

することができます。

●ファイル操作ユーティリティ「ＣＦ－Ｅｘｐｌｏｒｅｒ」添付

ＣＦ－Ｅｘｐｌｏｒｅｒは、Ｗｉｎｄｏｗｓ９５／９８／ＮＴ４．０／２０００／ＸＰで動作するＣＦＤ専用の

ファイル操作ユーティリティです。

ＣＦ－Ｅｘｐｌｏｒｅｒを利用すれば、ＣＦＤ－２０Ｓをパソコンに接続して、コンパクトフラッシュのファイ

ル操作が簡単にできます。

●ユーザ－サイドでのファームウェアバージョンアップをサポート

ＣＦＤ－２０ＳはプログラムメモリにフラッシュＲＯＭを採用しており、ユーザ－サイドでバージョンアップが

可能になっています。

バージョンアップには添付のアップデートユーティリティを使用します。

バージョンアップデータは、弊社ホームページ上より無償で提供されますので、機能アップやバグフィクスされ

た最新版のファームウェアをすぐに利用することができます。
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２． 仕様概要

2.1 仕様概要

機能 詳細

対応カード ＴＹＰＥⅠ／Ⅱ コンパクトフラッシュ／マイクロドライブ

４Ｍ～１Ｇｂｙｔｅ（２００５年３月現在確認済）

コマンドモード ・キャラクタコマンドモード

・バイナリコマンドモード

ＤＩＰ－ＳＷにて切り替え

Ｉ／Ｆ 調歩同期シリアル

（ＲＳ２３２（ＥＩＡ－５７４）、３．３Ｖ／５ＶＴＴＬ（ＳＦタイプのみ））

2400 / 4800 / 9600 / 19.2K / 38.4K / 57.6K / 115.2k/ 230.4K bps

ＤＩＰ－ＳＷにて切り替え

日付／時間 専用時計ＩＣ搭載（スーパーキャパシタにて最大約１７０時間）

精度±２０ｐｐｍ（＋２５℃）

表示 パワーＬＥＤ、ＣＡＲＤ検出ＬＥＤ、アクセスＬＥＤ、通信ＬＥＤ

ＤＩＰ ＳＷ ８ビット、各種動作設定用

コネクタ ＥＩＡ－５７４準拠 Ｄ－ＳＵＢ９ｐｉｎオス

ＴＴＬコネクタ

電源ジャック（ＡＣアダプタ専用）

ＣＦカードスロット ＴＹＰＥⅡ １スロット

筐体 １０５（Ｗ）×８７．２（Ｄ）×３５（Ｈ）（ＣＦＤ－２０ＳＦ）

７５（Ｗ）×１００（Ｄ）×３０（Ｈ） （ＣＦＤ－２０ＳＣ）

上記寸法は、ケーブル、突起部分を除く

電源 ＤＣ５Ｖ±５％

消費電流 ＭＡＸ６０ｍＡ（待機時、ＣＦカード未挿入）

ＭＡＸ５０ｍＡ（スリープモード時）

動作温度 －１０℃～６０℃ 結露無し

付属品 ・マニュアルディスク

・ユーティリティディスク

・Ｄサブ９ピンクロスケーブル（１．８ｍ）

・ＡＣアダプタ

入力 ＡＣ１００～１２０Ｖ ５０／６０Ｈｚ ０．３Ａ

出力 ＤＣ５Ｖ ２．３Ａ

Fig 2.1.1 装置仕様
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2.2 ファイルシステム仕様

2.2.1 ファイルシステム仕様概要

機能 詳細

対応ＦＡＴ ＤＯＳ互換（ＦＡＴ１２／ＦＡＴ１６／ＦＡＴ３２）

ロングファイルネーム対応（ＶＦＡＴ対応）

同時ファイルオープン数 ２

最大ファイルサイズ ２Ｇバイト

最大ファイル数 ルートディレクトリ ： ＣＦカードによる（後述参照）

サブディレクトリ ： ８１９２ファイル／ディレクトリ

ワイルドカード 一部コマンドのみ対応

ディレクトリ構造 対応

日本語対応 SHIFT-JIS

2.2.2 ファイルシステムの制限

ＣＦカード上にファイルを作成する場合、以下の制限があります。

■ルートディレクトリ上のファイル数制限

ルートディレクトリに作成できるファイル数は、ＣＦカードによって異なります。これは、ＣＦカードの内部構

成によってルートディレクトリのエントリ数が制限されているからです。

弊社の調査では、現在、販売されているほとんどのＣＦカードが５１２エントリ（ファイル名が１３文字以内の

場合に約２５５ファイル）となっています。ファイル数はロングファイルネームの使用などにより減少します。

作成するファイル数が多い場合には、ディレクトリ構造とし、サブディレクトリ内（フォルダ内）にファイルを

作成することをお勧めします。

■同一ディレクトリ内でのファイル数

ルート以外の各ディレクトリ内（フォルダ内）には、最大８１９２ファイル作成できます。（ファイル名の長さに

より変動します）

ただし、同一ディレクトリ内に存在するファイル数に比例して、オープンなどにかかる処理時間が長くなりますの

で、１ディレクトリ内のファイル数は１０００ファイル以内を目安にしてください。

Fig 2.2.1 ファイルシステム仕様
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2.3 外形図
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⑧シャーシ取り付け穴（４箇所）

④ＳＷ１
⑥ＣＦカードスロット

③ＴＴＬ用コネクタ ①電源ジャック

⑤ＳＷ２ ②Ｄサブコネクタ

⑦インジケータ

⑨前面取り付け穴（２箇所）

④ＳＷ１

①電源ジャック

⑤ＳＷ２

②Ｄサブコネクタ

Fig 2.3.1 ＣＦＤ－２０ＳＦ（フレームタイプ）外観図

Fig 2.3.2 ＣＦＤ－２０ＳＣ（ケースタイプ）外観図

⑥ＣＦカードスロット

⑦インジケータ
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各部の説明

項目 仕様

①電源ジャック 付属のＡＣアダプタを接続します。

②Ｄサブコネクタ ＲＳ２３２（ＥＩＡ－５７４）インターフェースコネクタ。

③ＴＴＬ用コネクタ ＴＴＬレベルインターフェースコネクタ。電源の供給も可能。

④ＳＷ１

⑤ＳＷ２

ＣＦＤ－２０Ｓの各種動作を設定します。

⑥ＣＦカードスロット ＣＦカードの挿入口。

⑦インジケータ ＣＦＤ－２０Ｓの動作状態を表示します。

⑧シャーシ取り付け穴（４箇所） ＣＦＤ－２０ＳＦを組み込む場合の固定用穴です。

⑨前面取り付け穴（２箇所） ＣＦＤ－２０ＳＦを組み込む場合の固定用穴です。。
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３． ハードウェア仕様

3.1 ディップスイッチの設定

ＣＦＤ－２０Ｓには各種動作を設定するためＤＩＰ－ＳＷが設けられています。

正しく動作させるためには、使用する環境に合わせて正しく設定をおこなってください。

※ 尚、ＤＩＰ－ＳＷの設定は必ず電源を切った状態でおこなってください。

は出荷時設定

ＳＷ１

ＳＷＮｏ． 設定項目 設定値

ＣＦＤ－２０Ｓとホストとの通信速度を決定します。ホストの通信速度に

合わせて適切な値を設定してください。

ｂｐｓ １ ２ ３

2400 OFF OFF OFF

4800 OFF OFF ON

9600 OFF ON OFF

19200 OFF ON ON

38400 ON OFF OFF

57600 ON OFF ON

115200 ON ON OFF

230400 ON ON ON

ＳＷ１

１～３

通信レート bps

ＳＷ１－４ コマンドモード設定 受け付けるコマンドがキャラクタコマンドかバイナリコマンドか設定し

ます。各コマンドの詳細は「４．コマンド説明」をご覧ください。

OFF : キャラクタ

ON : バイナリ

ＳＷ２－１ ポート選択 ＣＦＤ－２０Ｓとホストを接続するインターフェースを選択します。

OFF : TTL

0N : RS232C(EIA-574)

ＳＷ２－２ SYSTEM コマンド受付 ＳＹＳＴＥＭコマンドの受付けの許可／禁止を選択します。ＳＹＳＴＥＭ

コマンドとは、使用方法を誤るとデータに致命的な損傷を与える危険性の

あるコマンドです。ＳＹＳＴＥＭコマンドとして登録されているコマンド

は現在のところフォーマット（ＦＭ）コマンドのみです。

OFF : 禁止

ON : 許可

ＳＷ２－３ 状態通知 状態通知を有効に選択した場合には、カードの挿入、取り出し、装置リセ

ットなどＣＦＤ－２０Ｓの状態が変化した場合、ＣＦＤ－２０Ｓより自動

的にステータス情報が送出されます。

OFF : 無効

ON : 有効 （バイナリモードのみ）

ＳＷ２－４ UP-DATE モード UP-DATE モードとは、ＣＦＤ－２０Ｓに内蔵されているファームウェア（プ

ログラム）をバージョンアップする時に設定するモードです。

通常使用時には必ず通常モードに設定してください。

OFF : UP-DATE モード

0N : 通常モード

Fig 3.1.1 ＤＩＰ－ＳＷの設定
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3.2 シリアルインターフェース

3.2.1 シリアルインターフェースの仕様

ＣＦＤ－２０Ｓは、ホストとの接続にシリアルインターフェースを採用しています。

シリアルインターフェースの通信仕様は次のようになっています。

仕様項目 仕様

同期方式 調歩同期

データ形式 データ長 ：８ビット

スタートビット：１ビット

ストップビット：１ビット

パリティ ：なし

通信速度(bps) ２４００／４８００／９６００／１９２００／３８４００／５７６００／１１５２００

／２３０４００

信号 ＴｘＤ／ＲｘＤ／ＲＴＳ／ＣＴＳ／ＧＮＤ

フロー制御 ＲＴＳ、ＣＴＳによるハードウェアフロー制御

ＲＳ２３２ ＥＩＡ－５７４準拠 （ｍｉｎ±５Ｖ）信号レベル

ＴＴＬ ＶＩＨ：２．０Ｖ（ｍｉｎ）

ＶＩＬ：０．８Ｖ（ｍａｘ）

ＶＯＨ：ＶＣＣ×０．７Ｖ（ｍｉｎ）

ＶＯＬ：０．２Ｖ（ｍａｘ）

Fig 3.2.1 通信仕様
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3.2.2 ＲＳ２３２（ＥＩＡ－５７４）インターフェース

ＲＳ２３２インターフェースを使用する場合には、本体後部のＤサブ９ピンとホストを接続します。

Ｄサブ９ピンのピンアサインは次のようになっています。

ＣＦＤ－２０Ｓとホストを接続する場合には、以下のように結線します。

ＣＦＤ－２０Ｓ ホスト

ＲｘＤ ＲｘＤ

ＴｘＤ ＴｘＤ

ＧＮＤ ＧＮＤ

ＲＴＳ ＲＴＳ

ＣＴＳ ＣＴＳ

■ＲＴＳ／ＣＴＳフロー制御をおこなわない場合には、ホスト側にてＲＴＳとＣＴＳを短絡してください。

ただし、通信速度によっては通信エラーが頻繁に起こる可能性がありますので、その場合には通信速度を低くし

てください。

1 5

6 9

本体後部より見た図

ＮＯ． 信号名 入出力

１ Ｎ．Ｃ ―

２ ＲｘＤ 入力

３ ＴｘＤ 出力

４ Ｎ．Ｃ －

５ ＧＮＤ 入力

６ Ｎ．Ｃ －

７ ＲＴＳ 出力

８ ＣＴＳ 入力

９ Ｎ．Ｃ

Ｎ．Ｃ＝未接続

Fig 3.2.2 Ｄサブコネクタ ピンアサイン

Fig 3.2.3 ホストとの結線方法
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3.2.3 ＴＴＬインターフェース（ＣＦＤ－２０ＳＦのみ）

ＴＴＬインターフェースを使用する場合には、本体側面のＴＴＬ用コネクタ（１０ピン）とホストを接続します。

ＴＴＬ用コネクタのピンアサインは次のようになっています。

ＣＦＤ－２０ＳＦとホストを接続する場合には、以下のように結線します。

ＣＦＤ－２０ＳＦ ホスト

ＲｘＤ ＲｘＤ

ＴｘＤ ＴｘＤ

ＲＴＳ ＲＴＳ

ＣＴＳ ＣＴＳ

ＧＮＤ ＧＮＤ

ＰＯＷＥＲ ＋５Ｖ

Ｉ/Ｆ ＰＯＷＥＲ +5V or +3.3V

1

SATRT D0 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 STOP

0 LSB MSB

■９番ピン（ＰＯＷＥＲ）よりＣＦＤ－２０Ｓに電源を供給することができます。ＡＣアダプタより電源を供給す

る場合には、９番ピンはオープン（未接続）としてください。詳細は、「3.3 電源の供給」をご覧ください。

■ＲＴＳ／ＣＴＳフロー制御をおこなわない場合には、ホスト側にてＲＴＳとＣＴＳを短絡してください。

ただし、通信速度によっては通信エラーが頻繁に起こる可能性があります。その場合には通信速度を低くしてく

ださい。

■ホストとの距離は３０ｃｍ以内を目安としてください。

ノイズが多い環境やホストとの距離が長い場合には、ホスト側にバスバッファや終端抵抗を入れるなどして対策

してください。

ＮＯ． 信号名 入出力 ＮＯ． 信号名 入出力

１ ＲｘＤ 入力 ２ ＧＮＤ 入力

３ ＴｘＤ 出力 ４ ＧＮＤ 入力

５ ＲＴＳ 出力 ６ ＧＮＤ 入力

７ ＣＴＳ 入力 ８ ＧＮＤ 入力

９ ＰＯＷＥＲ

（＋5V）

入力 １０ Ｉ/Ｆ ＰＯＷＥＲ

（＋3.3V or ＋5V）

入力

基板

シャーシ

1

2

9

10 使用コネクタ ：オムロン ＸＧ４Ｃ－１０３４

適合コネクタ ：オムロン ＸＧ４Ｍ－１０３１

一般的なリボンケーブルコネクタをご使用いただけます。

Fig 3.2.4 ＴＴＬ用コネクタ ピンアサイン

Fig 3.2.5 ホストとの結線方法

Fig 3.2.6 ＴＴＬ信号の論理
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3.3 電源の供給

3.3.1 電源の供給方法

ＣＦＤ－２０Ｓの電源供給方法は次の２つの方法があります。

①ＡＣアダプタからの供給

ＡＣアダプタジャックより電源を供給する方法です。

必ず、付属のＡＣアダプタを使用してください。

②ＴＴＬインターフェースからの供給

ＴＴＬ用コネクタの９番ピン（ｐｏｗｅｒ）へ供給する方法です。

電圧は＋５．５Ｖ～＋４．８Ｖの範囲内で供給してください。

ＣＦＤ－２０Ｓへの電源供給元には、ピーク時で５００ｍＡ（定常５０ｍＡ）以上供給可能でリップルの少

ない安定化された電源を使用してください。

また、ＣＦＤ－２０ＳにＣＦカードが挿入された瞬間に、数十ｍＡ～数百ｍＡの突入電流が発生しますので、

注意してください。（ＣＦカードの特性による）

■ＡＣアダプタとＴＴＬインターフェースの両方から同時に電源を供給することはできませんので、絶対に同時

接続しないでください。電源が短絡し、破損の原因となります。

3.3.2 ＴＴＬインターフェースの接続（ＣＦＤ－２０ＳＦのみ）

ＣＦＤ－２０ＳＦのＴＴＬインターフェースでは、ホスト側が＋５Ｖ回路でも、＋３．３Ｖ回路でも接続する事が

出来ます。

１０番ピン（Ｉ/Ｆ ＰＯＷＥＲ）に、ホスト側が＋５Ｖ回路の場合には＋５Ｖ、＋３．３Ｖ回路の場合には

＋３．３Ｖを接続してください。（オープンでは動作しません。）

①ＡＣアダプタから電源を供給する場合

Fig 3.3.1 ホスト側が＋５Ｖ回路の場合の結線図

ＲＴＳ

ＲｘＤ

ＣＦＤ－２０ＳＦ

ＴｘＤ

ＣＴＳ

３

７

ホスト

ＴｘＤ

ＣＴＳ

１ＲｘＤ

５ＲＴＳ

９ＰＯＷＥＲ
１０Ｉ/Ｆ ＰＯＷＥＲ ＋５Ｖ

２，４，６，８ＧＮＤ ＧＮＤ

ＴＴＬ用コネクタ

オープン
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■ＡＣアダプタから電源を供給する場合には、９番ピンは＋５Ｖ出力となりますので、オープン（未接続）

にしてください。

②ＴＴＬインターフェースから電源を供給する場合

Fig 3.2.3 ホスト側が＋５Ｖ回路の場合の結線図

Fig 3.2.4 ホスト側が＋３．３Ｖ回路の場合の結線図

ＲＴＳ

ＲｘＤ

ＣＦＤ－２０ＳＦ

ＴｘＤ

ＣＴＳ

３

７

ホスト

ＴｘＤ

ＣＴＳ

１ＲｘＤ

５ＲＴＳ

９ＰＯＷＥＲ
１０Ｉ/Ｆ ＰＯＷＥＲ

＋５Ｖ

＋５Ｖ

２，４，６，８ＧＮＤ ＧＮＤ

ＴＴＬ用コネクタ

ＲＴＳ

ＲｘＤ

ＣＦＤ－２０ＳＦ

ＴｘＤ

ＣＴＳ

３

７

ホスト

ＴｘＤ

ＣＴＳ

１ＲｘＤ

５ＲＴＳ

９ＰＯＷＥＲ
１０Ｉ/Ｆ ＰＯＷＥＲ

＋５Ｖ

＋３．３Ｖ

２，４，６，８ＧＮＤ ＧＮＤ

ＴＴＬ用コネクタ

Fig 3.2.2 ホスト側が＋３．３Ｖ回路の場合の結線図

ＲＴＳ

ＲｘＤ

ＣＦＤ－２０ＳＦ

ＴｘＤ

ＣＴＳ

３

７

ホスト

ＴｘＤ

ＣＴＳ

１ＲｘＤ

５ＲＴＳ

９ＰＯＷＥＲ
１０Ｉ/Ｆ ＰＯＷＥＲ

オープン
＋３．３Ｖ

２，４，６，８ＧＮＤ ＧＮＤ

ＴＴＬ用コネクタ
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3.4 時計の設定

3.4.1 時計の設定

ＣＦＤ－２０Ｓには、ファイルのタイムスタンプを登録するために時計機能があります。

出荷時には、初期値（２００４年１月１日 ０時０分０秒）になっていますので、ＣＦＤ－２０Ｓに電源を投入後、

最初にｄｔコマンドとｔｍコマンドを使用して時刻と時間を設定する必要があります。設定後は、スーパーキャパ

シタによりバックアップ（約１週間）されます。詳細は「3.4.2 バックアップ」をご覧ください。

設定後は、常温（＋２５℃）で精度±２０ｐｐｍ（１日で最大約±２秒の誤差）でカウントされます。

3.4.2 バックアップ

時計の設定は、スーパーキャパシタでバックアップされます。充電時間とバックアップ時間は次のとおりです。

充電時間 約 300 秒(キャパシタ電圧 3.0V 室温 25℃にて測定)

バックアップ時間 約 170 時間

バックアップ時間は、使用環境温度によって変動しますのでご注意ください。

3.5 インジケータ

ＣＦＤ－２０Ｓの前面パネルには、ＣＦＤ－２０Ｓの状態を表示するためのインジケータ（ＬＥＤ）が設けられていま

す。

インジケータの表示は次のようになっています。

インジケータ 色 表示 状態 処置

点灯 電源ＯＮＰＯＷＥＲ 赤

消灯 スリープモード中

点灯 カード挿入中ＣＡＲＤ－ＩＮ 緑

点滅 カードアクセスエラー発生 電源再投入によるリセット

点滅 カードアクセス中ＡＣＣＥＳＳ 橙

点灯 ファイルオープン中

ＣＯＭＭ 橙 点滅 通信中

Fig 3.5.1 インジケータ表示

Fig 3.4.1 充電時間、バックアップ時間
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４． コマンド説明

ＣＦＤ－２０には、使用方法に応じて［バイナリ］と［テキスト］の２種類のコマンドモードが用意されています。

コマンドモードの選択はＤＩＰ－ＳＷ（ＳＷ１－４）で設定します。

●バイナリコマンドモード

このモードは、パソコンやマイコン上のプログラムから制御されることを想定したモードです。

コマンドパケットはバイナリコードで構成され、プロトコルもホストからの発呼とＣＦＤ－２０Ｓの応答が１：１になって

いるため、プログラム制御しやすい仕様となっています。

●テキストコマンドモード

このモードは、コマンドのほとんどがキャラクタで構成されており、ホストはパソコンで、ハイパーターミナル等のター

ミナルソフトを利用して、手動で操作されることを想定したモードです。

このモードの場合は、あたかもＤＯＳコマンドを入力する感覚でファイルを操作することが可能です。
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4.1 バイナリコマンドモード

4.1.1 基本プロトコル

バイナリコマンドモードの基本プロトコルは次のようになっています。

■ホストからのコマンドパケットに対し、ＣＦＤ－２０Ｓから１つの応答パケットが返送されます。

通信エラーが発生した場合には、応答パケットの代わりに再送要求が返送されます。

処理エラーが発生した場合にはエラー応答パケットが返送されます。

■ホストより再送要求(NAK)を送信した場合には、ＣＦＤ－２０Ｓは再送処理をおこないます。

■ホストプログラム側では、ＡＣＫ応答までのタイムアウト処理（１０秒～数十秒）を入れるとともに、タイムア

ウトが発生した場合には、ｓｕコマンドでＣＦＤ－２０Ｓをリセットする処理を入れてください。

■応答パケットは処理の終了時に送られます。したがってファイル複写等の処理時間が長いコマンドについては、

応答パケットの返送までに数秒から数十秒かかる場合があります。（ファイルサイズによる）

ＣＦＤ－２０Ｓ

コマンドパケット(開始)

電源投入 ＣＦＤ－２０Ｓ起動

ステータス情報は、状態通知が有効の場合のみ

送信されます

ホスト

応答パケット 正常なコマンド処理

コマンドパケット

コマンドパケット

応答パケット

再送要求

コマンドパケット（再送）

応答パケット コマンドパケットのパケットエラーにより

ＣＦＤ－２０Ｓより再送要求があった場合

PowerOn

コマンドパケット

応答パケット

応答パケット（再送）

応答パケットのパケットエラーにより、ホスト

より再送要求があった場合
再送要求

正常なコマンド処理

ステータス情報

PowerOn

Fig 4.1.1 バイナリコマンド基本プロトコル
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■ＤＩＰ－ＳＷの設定もしくはｓｔコマンドにて状態通知が有効になっている場合、次のいずれかの事象が発生す

るとステータス情報がＣＦＤ－２０Ｓより送信されます。

・ＣＦＤ－２０Ｓ初期化（電源投入リセット、ＳＵコマンド受信）

・ＣＦカード挿入

・ＣＦカード取り出し

ステータス情報の詳細については、「4.1.3 バイナリコマンド詳細」のｓｔコマンドをご覧ください。

ＣＦＤ－２０Ｓ

PowerOn

コマンドパケット

電源投入 ＣＦＤ－２０Ｓ起動

ステータス情報（RESET=1,CARD=1,INFO=1）

がＣＦＤ－２０Ｓより送信される。

正常なコマンド処理

ホスト

ステータス情報

Card Eject

Card Insert

ステータス情報（RESET=0,CARD=1,INFO=1）が

ＣＦＤ－２０Ｓより送信される

ステータス情報（RESET=0,CARD=1,INFO=1）が

ＣＦＤ－２０Ｓより送信される

応答パケット

ステータス情報

ステータス情報

カードが挿入されている状態

Fig 4.1.2 バイナリコマンドモードの状態通知
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4.1.2 基本パケット構成

バイナリコマンドの基本パケット構成は以下の２つの構成に分類されます。

■パケット構成

① パラメータなしパケット

STX<02h> COMMAND SIZE ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

② パラメータありパケット

STX<02h> COMMAND SIZE PARAM DATA ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte n byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

パケットは STX より送出され CHECK が最終バイトとなります。

パラメータ 意味

STX ０２ｈ固定

COMMAND 実行するコマンド番号を格納する。

SIZE 後ろに続くパラメータ情報(PARAM DATA)のサイズ（バイト数）を格納する。

ETX と CHECK は含まない。パラメータ無しの場合は、0000h 固定

PARAM DATA 各コマンドで必要とされるパラメータ情報を格納する。

ETX ０３ｈ固定

STX～ETX の１バイト単位での XOR 値を格納する。

例）Ｖｌコマンドの場合

０２ｈ ８１ｈ ００ｈ ００ｈ ０３ｈ ８０ｈ

CHECK

XOR

CHECKSTX ETX
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4.1.3 バイナリコマンド詳細

コマンド コマンド番号 内容 コマンド受付条件 頁

ｖｌ ８１ｈ ディスクボリューム名の取得／変更 ファイルクロ－ズ状態 １９

ｄｋ ８２ｈ 総ディスク容量と残り容量の取得 ファイルクロ－ズ状態 ２０

ｃｉ ８３ｈ カード情報(CIS)の取得 ファイルクロ－ズ状態 ２１

ｆｍ ８４ｈ カードのフォーマット ファイルクローズ状態

system コマンド許可

２２

ｔｍ ８５ｈ 時刻の設定、または時刻の取得 ファイルクロ－ズ状態 ２３

ｄｔ ８６ｈ 日付の設定、または日付の取得 ファイルクロ－ズ状態 ２４

ｆｌ ９１ｈ ファイルリストを取得する ファイルクロ－ズ状態 ２５

ｃｐ ９２ｈ ファイル複写 ファイルクロ－ズ状態 ２８

ｄｌ ９３ｈ ファイル削除 ファイルクロ－ズ状態 ２９

ｒｎ ９４ｈ ファイル名変更 ファイルクロ－ズ状態 ３０

ｓａ ９５ｈ ファイル属性変更 ファイルクロ－ズ状態 ３１

ｇａ ９６ｈ ファイル属性取得 ファイルクロ－ズ状態 ３２

ｃｄ ９８ｈ ディレクトリ変更 ファイルクロ－ズ状態 ３３

ｍｄ ９９ｈ ディレクトリ作成 ファイルクロ－ズ状態 ３４

ｄｄ ９ａｈ ディレクトリ削除 ファイルクロ－ズ状態 ３５

ｗｄ ９ｂｈ 現在のワークディレクトリ取得 ファイルクロ－ズ状態 ３６

ｏｐ ａ１ｈ ファイル１オープン ファイル１クロ－ズ状態 ３７

ｃｌ ａ２ｈ ファイル１クローズ ファイル１オープン状態 ３８

ｒｄ ａ３ｈ ファイル１の読み込み ファイル１オープン状態 ３９

ｗｒ ａ４ｈ ファイル１の書き込み ファイル１オープン状態 ４１

ｓｋ ａ５ｈ ファイルポインタ１の移動 ファイル１オープン状態 ４３

ｌｃ ａ６ｈ 現在のファイルポインタ１の取得 ファイル１オープン状態 ４４

ｏｐ２ ａ７ｈ ファイル２オープン ファイル２クロ－ズ状態 ４５

ｃｌ２ ａ８ｈ ファイル２クローズ ファイル２オープン状態 ４６

ｒｄ２ ａ９ｈ ファイル２の読み込み ファイル２オープン状態 ４７

ｗｒ２ ａａｈ ファイル２の書き込み ファイル２オープン状態 ４８

ｓｋ２ ａｂｈ ファイルポインタ２の移動 ファイル２オープン状態 ４９

ｌｃ２ ａｃｈ 現在のファイルポインタ２の取得 ファイル２オープン状態 ５０

ｓｕ ｂ０ｈ ＣＦＤ－２０Ｓのリセット ５１

ｖｒ ｂ１ｈ ＣＦＤ－２０Ｓのファームウェアバー

ジョンの取得

ファイルクロ－ズ状態 ５２

ｓｔ ｂ２ｈ ステータス情報の取得 ５３

ｓｌ ｂ３ｈ スリープ命令 ５４

ｎａｋ １５ｈ 再送要求 ５５

ｅｒｒｏｒ ｃ０ｈ～ｆｆｈ エラー応答メッセージ（詳細は後述を参

照）

５６

Fig 4.1.3 コマンド一覧
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パケット説明の記述について

各パケットの詳細説明は、次のように記載されています。

■パケット構成

STX<02h> <81h> SIZE<000Bh> ボリューム名 ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 11byte 1byte 1byte

・< >内の数値は固定値を表します。

・hは１６進数を表します。それ以外は１０進数を表します。

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

パラメータの名前 バイト数 パラメータに格納される形式

もしくは値

パラメータの意味

●形式／値の範囲の表記

文字列 ： ASCII コードとなります。

パラメータサイズが固定の場合には、左詰めで空きはスペース（20h）となります。

数値 ： 値の範囲を表します。hは１６進数、それ以外は１０進数を表します。

マイナス表現は２の補数となります。

●パス指定について

ファイル名やディレクトリ名でパス指定可能なパラメータは次のように処理されます。

先頭の\は、ルートディレクトリパスを表します。

パス指定有り： \AAA\BBB\CCC.TXT

先頭が\以外の場合は、カレントディレクトリ内のファイルもしくはサブディレクトリを表します。

パス指定なし： CCC.TXT

●ファイルポインタについて

ファイルポインタとはファイルの先頭からの位置を表す値です。

単位はバイトで、ファイルの先頭バイトを０とします。

000Bh 固定値
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ｖｌ ディスクボリューム取得／変更

■動作説明

ディスクボリューム名を取得／変更する。

コマンドパケット

■パケット構成

①ディスクボリューム取得

STX<02h> <81h> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

②ディスクボリューム変更

STX<02h> <81h> SIZE ボリューム名 ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1～11byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

①ディスクボリューム取得

なし

②ディスクボリューム変更

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

ボリューム名 11byte 文字列 カードのボリューム名

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <81h> SIZE<000Bh> ボリューム名 ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 11byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

ボリューム名 11byte 文字列 カードのボリューム名
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ｄｋ ディスク容量取得

■動作説明

ディスク容量の情報を取得する。

コマンドパケット

■パケット構成

STX<02h> <82h> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

なし

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <82h> SIZE<0008h> 残り容量 総ディスク容量 ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 4byte 4byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

残り容量 4byte 0～4294967295 ディスク空き容量

総ディスク容量 4byte 0～4294967295 総ディスク容量
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ｃｉ カード情報取得

■動作説明

ＣＦカードのベンダ情報やバージョン情報等を取得する。

コマンドパケット

■パケット構成

STX<02h> <83h> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

なし

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <83h> SIZE<0044h> シリアル番号 リビジョン 型番 ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 20byte 8byte 40byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

シリアル番号 20byte 文字列 ＣＦカードのシリアル番号

リビジョン 8byte 文字列 ファームウェアのリビジョン

型番 40byte 文字列 ＣＦカードの型番
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ｆｍ ディスクフォーマット

■動作説明

ディスクをフォーマットする。

本コマンドはシステムコマンドで、ＤＩＰ－ＳＷの設定がシステムコマンド受付許可になっている場合だけ実行

されます。

コマンドパケット

■パケット構成

STX<02h> <84h> SIZE ボリュームラベル ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1～11byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

ボリュームラベル 0～11byte 文字列 ディスクのボリュームラベル(省略可)

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <84h> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

なし
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ｔｍ 時刻設定／時刻取得

■動作説明

時刻を設定する、または時刻を取得する。時刻設定と時刻取得ではコマンドパケットが異なります。

コマンドパケット

■パケット構成

①時刻設定

STX<02h> <85h> SIZE<0003h> 時 分 秒 ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte 1byte 1byte 1byte

②時刻取得

STX<02h> <85h> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <85h> SIZE<0003h> 時 分 秒 ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte 1byte 1byte 1byte

■パラメータ説明（時刻設定、時刻取得 共通）

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

時 1byte 00～23 時間（24 時間指定）

分 1byte 00～59 分

秒 1byte 00～59 秒
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ｄｔ 日付設定／日付取得

■動作説明

日付を設定する、または日付を取得する。日付設定と日付取得ではコマンドパケットが異なります。

コマンドパケット

■パケット構成

①日付設定

STX<02h> <86h> SIZE<0004h> 年 月 日 ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 2byte 1byte 1byte 1byte 1byte

②日付取得

STX<02h> <86h> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <86h> SIZE<0004h> 年 月 日 ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 2byte 1byte 1byte 1byte 1byte

■パラメータ説明（日付設定、日付取得 共通）

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

年 2byte 1980～2235 年（西暦）

月 1byte 01～12 月

日 1byte 01～31 日
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ｆｌ ファイルリスト表示

■動作説明

ファイルリストを取得する。

コマンドパケット

■パケット構成

STX<02h> <91h> SIZE 検索キー ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 0～255byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

ワイルドカード指定（＊）が使用できます。

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

SIZE 2byte 0～255 検索キーのサイズ

検索キー指定がない場合は 0とする

文字列 名前と拡張子が一致するファイル

＊．拡張子 拡張子が一致したファイル

名前．＊ ファイル名が一致したファイル

検索キー 0 ～

255byte

＊ カレントディレクトリ内の全ファイルリスト

＊検索キーはパス指定が可能です。

＊検索キーで使用できる文字は、DOS の規約と同一とする。

＊検索キーが指定されない場合、前回の検索キーを用いて検索を行う。

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <91h> SIZE ファイル名 属性 ファイルサイズ 作成時刻 作成日付

1byte 1byte 2byte 11byte 1byte 4byte 2byte 2byte

更新時刻 更新日付 LONGNAME ETX<03h> CHECK

2byte 2byte 0～255byte 1byte 1byte
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■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

ファイル名 11byte ①を参照 該当ファイル名

属性 1byte ②を参照 ファイル属性

ファイルサイズ 4byte 1～2147483647 ファイルサイズ

作成時刻 2byte ③を参照 ファイルが作成された時刻

作成日付 2byte ④を参照 ファイルが作成された日付

更新時刻 2byte ③を参照 ファイルが更新された時刻

更新日付 2byte ④を参照 ファイルが更新された日付

ファイル名(Long Name) 0～255byte 文字列 LongFileName

＊該当ファイルがなかった場合には、[FILE NOT FOUND]エラー応答パケットが返送される。

① ファイル名

ファイル名 拡張子

8byte 3byte

左詰め、空きはスペース<20h>が格納される

② ファイル属性詳細

ビット 意味 値

0
読取専用ビット 1: 更新禁止（読み取り専用）

0: 更新可能

1
隠し属性ビット 1: 隠し属性ファイル

0: 通常のファイル

2 Reserved 0

3
ボリュームラベルビッ

ト

1:ボリュームラベルである

0:ボリュームラベルではない

4
サブディレクトリ項目

ビット

1:サブディレクトリ項目である

0:サブディレクトリ項目ではない

5
保存ビット

（アーカイブ）

1: ファイルの写しがない可能性がある

0: 他の媒体にファイルの写しがある

6 Reserved 0

7 Reserved 0

③ 時刻

ビット 意味 値

15～11bit 時 ０～２３

10～5bit 分 ０～５９

4～0bit 秒 ０～２９（×２秒）

④ 日付

ビット 意味 値

15～9bit
年 ０～１２７

１９８０年を基準（０）とする 例）２０００年＝２０

8～5bit 月 １～１２

4～0bit 日 １～３１
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バイナリコマンドでのファイルリスト取得について

本コマンドでは１コマンドで１ファイルの情報のみ返却されます。ワイルドカード指定などにより複数のファイル

リスト情報を得るためには、検索キーを含んだ FL コマンドの送受信後に検索キーの無い FL コマンドで次に検出さ

れるファイル情報を得る必要があります。

ＣＦＤ－２０Ｓ

ｆｌコマンド

ホスト

応答パケット
ファイルリスト情報１

ｆｌコマンド

応答パケット

ファイルリスト情報２

fl コマンド 検索キー=＊

fl コマンド 検索キー=無し

該当ファイルが３つ有り
１つめを返却

２つめを返却

ｆｌコマンド

応答パケット
３つめを返却

fl コマンド 検索キー=無し

ファイルリスト情報３

ｆｌコマンド

エラー応答パケット
該当なし

fl コマンド 検索キー=無し

Find End

Fig 4.1.4 複数ファイルリストの取得
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ｃｐ ファイル複写

■動作説明

ディスク内のファイルをコピーする。

コマンドパケット

■パケット構成

STX<02h> <92h> SIZE コピー元ファイル名 <00h> コピー先ファイル名 ETX<03h>

1byte 1byte 2byte 1～255byte 1byte 1～255byte 1byte

CHECK

1byte

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

ファイル名 1～255byte 文字列 単一ファイル名指定

パス指定可能

＊ファイル名で使用できる文字は、DOS の規約と同一とする。

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <92h> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

なし
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ｄｌ ファイル削除

■動作説明

ファイルを削除する。

コマンドパケット

■パケット構成

STX<02h> <93h> SIZE ファイル名 ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1～255byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

ファイル名 1～255byte 文字列 単一ファイル名指定

パス指定可能

＊ファイル名で使用できる文字は、DOS の規約と同一とする。

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <93h> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

なし
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ｒｎ ファイル名変更

■動作説明

ファイル名を変更する。

コマンドパケット

■パケット構成

STX<02h> <94h> SIZE 変更前ファイル名 <00h> 変更後ファイル名 ETX<03h>

1byte 1byte 2byte 1～255byte 1byte 1～255byte 1byte

CHECK

1byte

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

ファイル名 1～255byte 文字列 単一ファイル名指定

パス指定はできません

＊ファイル名で使用できる文字は、DOS の規約と同一とする。

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <94h> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

なし
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ｓａ ファイル属性変更

■動作説明

ファイル属性を変更する。

コマンドパケット

■パケット構成

STX<02h> <95h> SIZE 属性 ファイル名 ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1～255byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

属性 1byte ８ビットのフラグ 下記参照

ファイル名 1～255byte 文字列 ファイル名指定

パス指定可能

＊ファイル名で使用できる文字は、DOS の規約と同一とする。

ファイル属性詳細

ビット 意味 値

0
読取専用ビット 1: 更新禁止（読み取り専用）

0: 更新可能

1
隠し属性ビット 1: 隠し属性ファイル

0: 通常のファイル

2 指定不可 0

3 指定不可 0

4 指定不可 0

5
保存ビット

（アーカイブ）

1: ファイルの写しがない可能性がある

0: 他の媒体にファイルの写しがある

6 指定不可 0

7 指定不可 0

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <95h> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

なし
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ｇａ ファイル属性取得

■動作説明

ファイル属性を取得する。

コマンドパケット

■パケット構成

STX<02h> <96h> SIZE ファイル名 ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1～255byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

ファイル名 1～255byte 文字列 ファイル名指定

パス指定可能

＊ファイル名で使用できる文字は、DOS の規約と同一とする。

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <96h> SIZE<0001h> 属性 ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

ファイル属性詳細

ビット 意味 値

0
読取専用ビット 1: 更新禁止（読み取り専用）

0: 更新可能

1
隠し属性ビット 1: 隠し属性ファイル

0: 通常のファイル

2 Reserved 0

3
ボリュームラベルビッ

ト

1:ボリュームラベルである

0:ボリュームラベルではない

4
サブディレクトリ項目

ビット

1:サブディレクトリ項目である

0:サブディレクトリ項目ではない

5
保存ビット

（アーカイブ）

1: ファイルの写しがない可能性がある

0: 他の媒体にファイルの写しがある

6 Reserved 0

7 Reserved 0
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ｃｄ ディレクトリ移動

■動作説明

カレントディレクトリを移動する。

コマンドパケット

■パケット構成

STX<02h> <98h> SIZE DIRNAME ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1～255byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

文字列 ディレクトリ名指定

パス指定可能

. 現在のディレクトリに移動する（移動しない）

.. 一つ上の階層のディレクトリに移動する

DIRNAME 1～255byte

\ ルートディレクトリに移動する

＊ディレクトリ名で使用できる文字は、DOS の規約と同一とする。

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <98h> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

なし
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ｍｄ ディレクトリ作成

■動作説明

ディレクトリを作成する。

ディレクトリは、カレントディレクトリ内に作成されます。（サブディレクトリ）

コマンドパケット

■パケット構成

STX<02h> <99h> SIZE DIRNAME ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1～255byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

DIRNAME 1～255byte 文字列 ディレクトリ名指定

パス指定はできません。

＊ディレクトリ名で使用できる文字は、DOS の規約と同一とする。

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <99h> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

なし
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ｄｄ ディレクトリ削除

■動作説明

ディレクトリを削除する。

指定ディレクトリ内にファイルが存在する場合、そのディレクトリは削除できません。

コマンドパケット

■パケット構成

STX<02h> <9Ah> SIZE DIRNAME ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1～255byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

DIRNAME 1～255byte 文字列 ディレクトリ名指定

パス指定はできません。

＊ディレクトリ名で使用できる文字は、DOS の規約と同一とする。

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <9Ah> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

なし
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ｗｄ 現在のディレクトリ取得

■動作説明

現在の作業ディレクトリ（カレントディレクトリ）を取得する。

コマンドパケット

■パケット構成

STX<02h> <9Bh> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <9Bh> SIZE DIRNAME ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1～255byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

DIRNAME 1～255byte 文字列 ディレクトリ名
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ｏｐ ファイル１オープン

■動作説明

ファイル１をオープンする。

コマンドパケット

■パケット構成

STX<02h> <A1h> SIZE モード ファイル名 ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1～255 byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

00h ファイル１オープン

01h ファイル１が無ければ作成

オープンモード 1byte

02h ファイル１を新規作成

ファイル名 1～255byte 文字列 ファイル名指定

パス指定可能

＊ファイル名で使用できる文字は、DOS の規約と同一とする。

＊「ファイル１を新規作成」では、同一ディレクトリ内に同名のファイルが存在した場合、既存ファイルは消去

されます。

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <A1h> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

なし

注 意 同一ディレクトリ内に存在するファイル数が多い場合、コマンド送信から応答パケットが返却されるまでに、

時間がかかります。（最大約１０秒程度）

詳細は、「2.2.2 ファイルシステムの制限」をご覧ください。
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ｃｌ ファイル１クローズ

■動作説明

ファイル１をクローズする。

本コマンドパケットはファイル１オープン中のみ有効です。

コマンドパケット

■パケット構成

STX<02h> <A2h> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

なし

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <A2h> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

なし
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ｒｄ ファイル１読み込み

■動作説明

現在のファイルポインタ１位置より指定バイト数、ファイルを読み込む。

ファイルポインタ１は読み込んだバイト数、移動します。

本コマンドパケットはファイル１オープン中のみ有効です。

コマンドパケット

■パケット構成

STX<02h> <A3h> SIZE<0002h> サイズ ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 2 byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

サイズ 2byte 1～512 読み出すデータバイト数を指定する。

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <A3h> SIZE データ ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 0～512byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

サイズ 2byte 0～512 読み出したデータサイズが返却される。

ファイルポインタ１が EOF まで達した場

合には 0が返却される

データ 0～512byte 実データ 読み出したデータ。

読み出しサイズが指定サイズより小さい

場合は（EOF に達した場合）は、読み込ん

だバイト数分だけ返却される。
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ファイルの読み込み方法

ファイルの読み込みを行なう場合の動作を説明します。

注）ファイルａとファイルｂのサイズは１０００バイトとします。

ファイルの先頭バイトを０バイトとして表現しています。

ＣＦＤ－２０Ｓ

ｏｐコマンド

ホスト

応答パケット

ｒｄコマンド

応答パケット

５１２バイトのデータを取得

ｏｐコマンド ファイルａ
オープンモード＝00h

ファイルａをオープン

ｒｄコマンド

応答パケット

ｃｌコマンド

応答パケット

ｒｄコマンド
読み込みサイズ＝512 ０～５１１バイトのデータを

読み込み返送

ｒｄコマンド
読み込みサイズ＝512 ５１２バイト～９９９バイト

までのデータを読み込み返送

４８８バイトのデータを取得

ｃｌコマンド

ファイルａをクローズ

ｓｋコマンド

応答パケット

ｓｋコマンド
モード＝02h、ポインタ=-100

ｒｄコマンド

応答パケット

ファイルポインタ=900 に設
定

ｒｄコマンド
読み込みサイズ＝50 ９００バイト～９４９バイト

のデータを読み込み返送

５０バイトのデータを取得

ｃｌコマンド

応答パケット

ｃｌコマンド

ファイルｂをクローズ

ｏｐコマンド

応答パケット

ｏｐコマンド ファイルｂ
オープンモード＝00h ファイルｂをオープン

Fig 4.1.5 ファイル読み込みの動作例
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ｗｒ ファイル１書き込み

■動作説明

現在のファイルポインタ１位置より指定バイト数、ファイルを書きこむ。

ファイルポインタ１は書き込んだバイト数、移動します。

本コマンドパケットはファイル１オープン中のみ有効です。

コマンドパケット

■パケット構成

STX<02h> <A4h> SIZE データ ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1～512byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

データ 1～512byte 実データ 書き込むデータ値を指定する。

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <A4h> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

なし

注 意 作成可能なファイル数には制限があります。詳しくは、「2.2 ファイルシステム仕様」をご覧ください。
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ファイルの書き込み方法

ファイルの書き込みを行なう場合の動作を説明します。

リスト情報を得るためには、検索キーを含んだ FL コマンドの送受信後に検索キーの無い FL コマンドで次に検出さ

れるファイル情報を得る必要があります。

注）ファイルａはサイズ１０００バイト、ファイルｂは新規ファイルとします。

ファイルの先頭を０バイトとして表現しています。

ＣＦＤ－２０Ｓ

ｏｐコマンド

ホスト

応答パケット

ｓｋコマンド

応答パケット

ｏｐコマンド ファイルａ
オープンモード＝01h

ファイルａをオープン

ｗｒコマンド

応答パケット

ｃｌコマンド

応答パケット

ｓｋコマンド
モード＝01h、ポインタ=100 ファイルポインタ=100 に

設定

ｗｒコマンド
書き込みサイズ＝512 １００バイト～６１１バイト

まで上書き

ｃｌコマンド

ファイルａをクローズ

ｏｐコマンド

応答パケット

ｏｐコマンド
オープンモード＝01h

ファイルｂを新規オープン

ｗｒコマンド

応答パケット

ｗｒコマンド
書き込みサイズ＝100 ０バイト～９９バイトまで書

き込み

ｃｌコマンド

応答パケット

ｃｌコマンド

ファイルｂをクローズ
１１０バイトのファイル２
が作成される

ｗｒコマンド

応答パケット

ｗｒコマンド
書き込みサイズ＝10 １００バイト～１０９バイト

まで書き込み

Fig 4.1.6 ファイル書き込みの動作例
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ｓｋ ファイルポインタ１移動

■動作説明

ファイルポインタ１を移動する。

本コマンドパケットはファイル１オープン中のみ有効です。

コマンドパケット

■パケット構成

STX<02h> <A5h> SIZE<0005h> モード ポインタ値 ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 4byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

0x00 ポインタはファイル１の先頭からの位置

を示します。

0x01 ポインタは現在のポインタ位置からの相

対位置を示します。

指定モード 1byte

0x02 ポインタはファイル１の最後からの相対

位置を示します。

ポインタ 4byte 0～2147483647

-2147483648～0

ポインタ値（バイト数）を指定する。

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <A5h> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

なし
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ｌｃ ファイルポインタ１取得

■動作説明

現在のファイルポインタ１を取得する。

本コマンドパケットはファイル１オープン中のみ有効です。

コマンドパケット

■パケット構成

STX<02h> <A6h> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

なし

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <A6h> SIZE<0004h> ポインタ ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 4byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

ポインタ 4byte 0～4294967295 現在のファイルポインタ値

ファイル１の先頭からのバイト数を示

す
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ｏｐ２ ファイル２オープン

■動作説明

ファイル２をオープンする。

コマンドパケット

■パケット構成

STX<02h> <A7h> SIZE モード ファイル名 ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1～255 byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

00h ファイル２オープン

01h ファイル２が無ければ作成

オープンモード 1byte

02h ファイル２を新規作成

ファイル名 1～255byte 文字列 ファイル名指定

パス指定可能

＊ファイル名で使用できる文字は、DOS の規約と同一とする。

＊「ファイル２を新規作成」では、同一ディレクトリ内に同名のファイルが存在した場合、既存ファイルは消去

されます。

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <A7h> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

なし

注 意 同一ディレクトリ内に存在するファイル数が多い場合、コマンド送信から応答パケットが返却されるまでに、

時間がかかります。（最大約１０秒程度）

詳細は、「2.2.2 ファイルシステムの制限」をご覧ください。
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ｃｌ２ ファイル２クローズ

■動作説明

ファイル２をクローズする。

本コマンドパケットはファイル２オープン中のみ有効です。

コマンドパケット

■パケット構成

STX<02h> <A8h> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

なし

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <A8h> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

なし
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ｒｄ２ ファイル２読み込み

■動作説明

現在のファイルポインタ２位置より指定バイト数、ファイルを読み込む。

ファイルポインタ２は読み込んだバイト数、移動します。

本コマンドパケットはファイル２オープン中のみ有効です。

コマンドパケット

■パケット構成

STX<02h> <A9h> SIZE<0002h> サイズ ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 2 byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

サイズ 2byte 1～512 読み出すデータバイト数を指定する。

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <A9h> SIZE データ ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 0～512byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

サイズ 2byte 0～512 読み出したデータサイズが返却される。

ファイルポインタ２が EOF まで達した場

合には 0が返却される

データ 0～512byte 実データ 読み出したデータ。

読み出しサイズが指定サイズより小さい

場合は（EOF に達した場合）は、読み込ん

だバイト数分だけ返却される。
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ｗｒ２ ファイル２書き込み

■動作説明

現在のファイルポインタ２位置より指定バイト数、ファイルを書きこむ。

ファイルポインタ２は書き込んだバイト数、移動します。

本コマンドパケットはファイル２オープン中のみ有効です。

コマンドパケット

■パケット構成

STX<02h> <AAh> SIZE データ ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1～512byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

データ 1～512byte 実データ 書き込むデータ値を指定する。

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <AAh> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

なし

注 意 作成可能なファイル数には制限があります。詳しくは、「2.2 ファイルシステム仕様」をご覧ください。
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ｓｋ２ ファイルポインタ２移動

■動作説明

ファイルポインタ２を移動する。

本コマンドパケットはファイル２オープン中のみ有効です。

コマンドパケット

■パケット構成

STX<02h> <ABh> SIZE<0005h> モード ポインタ値 ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 4byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

0x00 ポインタはファイル２の先頭からの位置

を示します。

0x01 ポインタは現在のポインタ位置からの相

対位置を示します。

指定モード 1byte

0x02 ポインタはファイル２の最後からの相対

位置を示します。

ポインタ 4byte 0～2147483647

-2147483648～0

ポインタ値（バイト数）を指定する。

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <ABh> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

なし
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ｌｃ２ ファイルポインタ２取得

■動作説明

現在のファイルポインタ２を取得する。

本コマンドパケットはファイル２オープン中のみ有効です。

コマンドパケット

■パケット構成

STX<02h> <ACh> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

なし

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <ACh> SIZE<0004h> ポインタ ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 4byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

ポインタ 4byte 0～4294967295 現在のファイルポインタ値

ファイル２の先頭からのバイト数を示

す



51

CFD-20S

ｓｕ 初期化

■動作説明

ＣＦＤ－２０Ｓを初期化する。

このコマンドを実行するとＣＦＤ－２０Ｓは初期化状態になるため、応答パケットは送信されません。

状態通知が有効の場合は、本コマンド実行後にステータス情報が返送されます。

コマンドパケット

■パケット構成

STX<02h> <B0h> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

なし

応答パケット

■パケット構成

なし

■パラメータ説明

なし

注意 ｓｕコマンドを実行しても、時刻と時間はクリアされずに保持されます。

ただし、１回のｓｕコマンドで内部タイマに最大１０ミリ秒の遅れが生じますので注意してください。
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ｖｒ ファームウェアバージョン取得

■動作説明

ＣＦＤ－２０Ｓのファームウェアバージョン情報を取得する。

コマンドパケット

■パケット構成

STX<02h> <B1h> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

なし

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <B1h> SIZE<0014h> バージョン情報 ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 20byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

バージョン情報 20byte 文字列 ファームウェアバージョン
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ｓｔ ステータス情報取得

■動作説明

ＣＦＤ－２０Ｓのステータス情報を取得する。

この応答パケットは状態通知有効の場合には、ホストからのコマンドパケットを受信しなくても、ＣＦＤ－２０Ｓ

に状態変化があった場合には自動的に送信されます。

電源投入時の状態通知有効／無効はＤＩＰ―ＳＷの設定によりますが、状態通知設定パケットを送信することによ

り有効／無効を変更することができます。

コマンドパケット

■パケット構成

①ステータス情報取得

STX<02h> <B2h> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

②ステータス情報取得／状態通知設定

STX<02h> <B2h> SIZE<0001h> ステータス情報 ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

ステータス情報 1byte O0h または 01h 00h は状態変化通知を無効とする

01h は状態変化通知を有効とする

応答パケット（ステータス情報）

■パケット構成

STX<02h> <B2h> SIZE<0001h> ステータス情報 ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 1byte 1byte

＜ステータス情報詳細＞

bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0

RESET BUSY CARD OPEN - - - INFO

■パラメータ説明

パラメータ 意味

ＲＥＳＥＴ １：初期化された（初期化時のみ１回） ０：通常動作中

ＢＵＳＹ １：ＣＦＤ－２０Ｓはビジー状態である ０：コマンド受付可能

ＣＡＲＤ １：ＣＦカードが挿入されている ０：ＣＦカード挿入されていない

ＯＰＥＮ １：ファイルオープン中である ０：ファイルオープンしていない

ＩＮＦＯ １：状態変化を通知する ０：状態変化を通知しない
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ｓｌ ステータス情報取得

■動作説明

ＣＦＤ－２０Ｓをスリープ（低消費電力）状態にします。

スリープ状態からの復帰は、シリアルポートからのデータ受信です。

データは、どのようなものでも構いません。

スリープ状態からの復帰は、本体の電源投入と同様の状態となりますのでスリープ以前の情報は残りません。

スリープ状態の復帰から数秒後にコマンド受付可能となります。

コマンドパケット

■パケット構成

STX<02h> <B3h> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

なし

応答パケット

■パケット構成

STX<02h> <B3h> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

なし
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ｎａｋ 再送要求

■動作説明

パケットレベルでの通信エラーが発生した場合に、再送要求をおこなう。

このコマンドパケットは、ホストだけではなく、ＣＦＤ－２０Ｓからも送信されます。

■パケット構成

STX<02h> NAK<15h> SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

なし
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エラー応答パケット

■動作説明

エラーが発生した場合、エラー内容を通知する。

コマンド実行時に何らかのエラーが発生した場合に通常の応答パケットの代わりに送信されます。

■パケット構成

STX<02h> エラー番号 SIZE<0000h> ETX<03h> CHECK

1byte 1byte 2byte 1byte 1byte

■パラメータ説明

パラメータ サイズ 形式／値の範囲 意味

エラー番号 1byte C0H～FFh エラー番号は別表参照

■エラーメッセージ

エラー番号 エラーメッセージ 意味

C1 Illegal Command 定義されていないコマンドもしくは実行不可のコマンド。

C2 Illegal Parameter 定義されていないパラメータもしくは形式に誤りがある。

C3 Packet Error パケットデータに誤りがある。ＣＨＥＣＫバイトの値が誤っている。

C4 System Inactive 動作可能状態ではない

C5 System Busy ビジー状態である

D1 No Disk ＣＦカードが挿入されていない

D2 File Not Found ファイルが存在しない

D3 File Not Open ファイルがオープンできない

D4 Out of Data 指定されたポインタがファイルの範囲を越えている

D5 Duplicate File Name ファイル名が重複している

D6 Disk Full ディスクに空き容量がない

D7 Directory Not Found ディレクトリが存在しない

D8 Directory Not Empty ディレクトリが空でない

D9 Find End FL コマンドにて検索が終了した

DA Read Only ファイル属性が ReadOnly であり、書き込めない

F1 Disk Error ＣＦカードに致命的なエラーがありアクセスできない

F2 File Format Error ファイルのフォーマットに誤りがありアクセスできない

FE Card Access Error ＣＦカードとのアクセスに失敗した、ハードウェアエラー
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4.2 テキストコマンドモード

テキストコマンドモードを使用すると、パソコン上のターミナルソフトを利用してファイル操作がおこなえます。

4.2.1 起動と操作

起動する前に、ホストとなるパソコン上で通信ソフトを立ち上げます。

Ｗｉｎｄｏｗｓで標準添付のハイパーターミナルを使用した場合の設定例を説明します。

ＤＩＰ－ＳＷの設定は、コマンドモード以外は全てデフォルト設定です。

Fig 4.2.1 プロパティ画面（接続の設定）
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Fig 4.2.2 プロパティ画面（設定）

Fig 4.2.3 プロパティ画面（ＣＯＭのプロパティ）
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Fig 4.2.4 操作画面
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4.2.2 テキストコマンド詳細

コマンド形式 内容 頁

ｖｌ ディスクボリューム名を表示する ６１

ｄｋ 総ディスク容量と残り容量とファイル数を表示する ６１

ｃｉ カード情報(CIS)を表示する ６２

ｆｍ＜△ボリュームラベル＞ カードをフォーマットする ６２

ｔｍ＜△ｔｔ：ｍｍ：ｓｓ＞ 時刻を設定する、または時刻を表示する ６３

ｄｔ＜△ｙｙｙｙ－ｍｍ－ｄｄ＞ 日付を設定する、または日付を表示する ６３

ｆｌ＜△ファイル名＞ ファイルリストを表示する ６４

ｒｎ△複写元ファイル名△複写先ファイル名 ファイルを複写する ６４

ｄｌ△ファイル名 ファイルを削除する ６５

ｒｎ△元ファイル名△変更ファイル名 ファイル名を変更する ６５

ｃｄ＜△ディレクトリ名＞ ディレクトリを移動する ６６

ｍｄ△ディレクトリ名 ディレクトリを作成する ６６

ｄｄ△ディレクトリ名 ディレクトリを削除する ６７

ｏｐ＜△オープンモード＞△ファイル名 ファイルをオープンする ６７

ｃｌ ファイルクローズする ６８

ｒｄ＜△読み込みサイズ＞ ファイル内のデータを表示する ６８

ｗｒ ファイルへデータを書き込む ６９

ｓｋ△指定モード＜△ポインタ＞ ファイルポインタを移動する ７０

ｌｃ 現在のファイルポインタを表示する ７０

ｖｒ ＣＦＤ－２０Ｓのファームウェアバージョンを表示する ７１

ｓｔ ステータス情報を表示する ７１

ｓｌ スリープ命令 ７２

？ コマンド一覧を表示する ７２

■上記の△はスペースを表します

■上記の＜＞内は省略を表す

■英字の大文字/小文字は区別しない

コマンド説明の記述について

●パス指定について

ファイル名やディレクトリ名でパス指定可能なパラメータは次のように処理されます。

先頭の\は、ルートディレクトリパスを表します。

例）\AAA\BBB\CCC.TXT

先頭が\以外の場合は、カレントディレクトリ内のファイルもしくはサブディレクトリを表します。

例）CCC.TXT

●ファイル名とディレクトリ名について

ファイル名とディレクトリ名の長さは２５５文字以内です。

Fig 4.2.5 テキストコマンド一覧
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ｖｌ ディスクボリューム名表示

■動作説明 ディスクボリューム名を表示する

■入力形式 ｖｌ

■実行例

\>vl

ALPHA_CARD

\>

ｄｋ ディスク容量表示

■動作説明 総ディスク容量と残り容量を表示する

■入力形式 ｄｋ

■実行例

\>dk

63934464 total bytes / 63420416 free byte

\>
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ｃｉ カード情報表示

■動作説明 ＣＦカードのベンダ情報やバージョン情報を表示する

■入力形式 ｃｉ

■実行例

\>ci

DEVICE SPEED :400

DEVICE MAKER :TDK TC_M

DEVICE VERSION1:

DEVICE VERSION2:

DEVICE VERSION3:

SERIAL NUMBER :X0217 20001209061420

FIRMWARE REV :Rev 1.01

MODEL NUMBER :TDK TC_M

\>

ｆｍ ディスクフォーマット

■動作説明 ディスクをフォーマットする。

本コマンドはシステムコマンドで、ＤＩＰ－ＳＷの設定で受け付け可能になっている場合だけ

許可されます。

■入力形式 ｆｍ＜△ボリュームラベル＞

■パラメータ説明

パラメータ 形式／値の範囲 意味／動作

ボリュームラベル 文字列 １１文字以内

■実行例

\>FM ALPHA_CARD

\>VL

ALPHA_CARD

\>
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ｔｍ 時刻設定／表示

■動作説明 時刻を設定する、または表示する。

■入力形式 ｔｍ＜△ｔｔ：ｍｍ：ｓｓ＞

■パラメータ説明

ｔｔ：ｍｍ：ｓｓを省略した場合には、現在時刻が表示されます。

パラメータ 形式／値の範囲 意味／動作

ｔｔ 00～23 時

ｍｍ 00～59 分

ｓｓ 00～59 秒

■実行例

\>tm 17:21:11

\>tm

17:21:11

\>

ｄｔ 日付設定／表示

■動作説明 日付を設定する、または表示する。

■入力形式 ｄｔ＜△ｙｙｙｙ－ｍｍ－ｄｄ＞

■パラメータ説明

ｙｙ：ｍｍ：ｄｄを省略した場合には、現在日付が表示されます。

パラメータ 形式／値の範囲 意味／動作

ｙｙｙｙ 1980～2235 年（西暦）

ｍｍ 01～12 月

ｄｄ 01～31 日

■実行例

\>dt 2004-01-01

\>dt

2004-01-01

\>
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ｆｌ ファイルリスト表示

■動作説明 ファイルリストを表示する。

■入力形式 ｆｌ＜△ファイル名＞

■パラメータ説明

ワイルドカード指定（＊）が使用できます。

パラメータ 形式／値の範囲 意味／動作

ファイル名 ファイル名が一致するファイルリストを表示

＊．拡張子 拡張子が一致したファイルリストを表示

名前．＊ ファイル名が一致したファイルリストを表示

＊.* カレントディレクトリ内の全ファイルリストを表示

ファイル名

省略 ＊.*と同等

＊ファイル名はパス指定が可能です。

■実行例

\>FL

ALPHA DAT 512000 2004-01-01 00:03 ALPHA.DAT

TEST1 <DIR> 2004-01-01 00:06 TEST1

\>

ｃｐ ファイル複写

■動作説明 ファイルを複写する。

■入力形式 ｃｐ△複写元ファイル名△複写先ファイル名

■パラメータ説明

パラメータ 形式／値の範囲 意味／動作

複写元ファイル名 ファイル名 複写元となるファイル名を指定する

パス指定可能

複写先ファイル名 ファイル名 複写先となるファイル名を指定する

パス指定可能

■実行例

\>cp bata.dat alpha.dat

\>fl

ALPHA DAT 512000 2004-01-01 01:02 alpha.dat

BATA DAT 512000 2004-01-01 00:42 bata.dat

\>
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ｄｌ ファイル削除

■動作説明 ファイルを削除する。

■入力形式 ｄｌ△ファイル名

■パラメータ説明

パラメータ 形式／値の範囲 意味／動作

ファイル名 ファイル名 削除するファイル名を指定する

パス指定可能

■実行例

\>fl

ALPHA <DIR> 2004-01-01 00:08 ALPHA

ADR DAT 512000 2004-01-01 00:09 ADR.DAT

\>dl adr.dat

\>fl

ALPHA <DIR> 2004-01-01 00:08 ALPHA

\>

ｒｎ ファイル名変更

■動作説明 ファイル名を変更する。

■入力形式 ｒｎ△元ファイル名△変更ファイル名

■パラメータ説明

パラメータ 形式／値の範囲 意味／動作

元ファイル名 ファイル名 元のファイル名を指定する

パス指定可能

変更ファイル名 ファイル名 変更ファイル名を指定する

パス指定可能

■実行例

\>fl

ALPHA <DIR> 2004-01-01 00:08 ALPHA

ADR DAT 512000 2004-01-01 00:42 adr.dat

\>rn adr.dat bata.dat

\>fl

ALPHA <DIR> 2004-01-01 00:08 ALPHA

BATA DAT 512000 2004-01-01 00:42 bata.dat

\>
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ｃｄ ディレクトリ移動

■動作説明 カレントディレクトリを移動する。

■入力形式 ｃｄ ＜△ディレクトリ名＞

■パラメータ説明

パラメータ 形式／値の範囲 意味／動作

ディレクトリ名 指定ディレクトリに移動する

パス指定可能

. 現在のディレクトリに移動する（移動しない）

. 一つ上の階層のディレクトリに移動する

ディレクトリ名

\ ルートディレクトリに移動する

■実行例

\>fl

ALPHA <DIR> 2004-01-01 00:08 ALPHA

ADR DAT 512000 2004-01-01 00:09 ADR.DAT

\>cd alpha

\ALPHA>cd ..

\>

ｍｄ ディレクトリ作成

■動作説明 ディレクトリを作成する。

■入力形式 ｍｄ ＜△ディレクトリ名＞

■パラメータ説明

パラメータ 形式／値の範囲 意味／動作

ディレクトリ名 ディレクトリ名 カレントディレクトリ内にサブディレクトリを作成

する。パス指定はできません。

■実行例

\>cd alpha

\ALPHA>md bata

\ALPHA>fl

. <DIR> 2004-01-01 00:08

.. <DIR> 2004-01-01 00:08

BATA <DIR> 2004-01-01 00:44 bata

\ALPHA>
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ｄｄ ディレクトリ削除

■動作説明 ディレクトリを削除する。

ディレクトリ内にファイルが存在する場合、そのディレクトリは削除できません。

■入力形式 ｄｄ ＜△ディレクトリ名＞

■パラメータ説明

パラメータ 形式／値の範囲 意味／動作

ディレクトリ名 ディレクトリ名 カレントディレクトリ内のサブディレクトリを削除

する。パス指定はできません。

■実行例

\>fl

ALPHA <DIR> 2004-01-01 00:08 ALPHA

BATA DAT 512000 2004-01-01 00:42 bata.dat

\>dd alpha

\>fl

BATA DAT 512000 2004-01-01 00:42 bata.dat

\>

ｏｐ ファイルオープン

■動作説明 ファイルをオープンする。

ファイルポインタはファイルの先頭に位置付けられます。

■入力形式 ｏｐ ＜△オープンモード＞△ファイル名

■パラメータ説明

パラメータ 形式／値の範囲 意味

省略 指定ファイルをオープン

-c 指定ファイルが無ければ新規作成

オープンモード

-n 指定ファイルがあれば破棄して作成

ファイル名 ファイル名 ファイル名指定

パス指定可能

■実行例

\>op bata.dat

<<bata.dat>>rd 20

1234567890abcdefghij

<<bata.dat>>cl

\>
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ｃｌ ファイルクローズ

■動作説明 ファイルをクローズする。

本コマンドはファイルオープン中のみ有効です。

■入力形式 ｃｌ

■実行例

\>op adr.dat

<<adr.dat>>rd 10

abcdrfghij

<<adr.dat>>cl

\>

ｒｄ ファイル読み込み

■動作説明 現在のファイルポインタ位置より指定バイト数分だけファイルを読み込み表示する。

ファイルポインタは読み込んだ分だけ移動します。

本コマンドはファイルオープン中のみ有効です。

■入力形式 ｒｄ ＜△読み込みサイズ＞

■パラメータ説明

パラメータ 形式／値の範囲 意味

読み込みサイズ 1～512 読み出すデータ数を指定する。

省略された場合は 512byte

■実行例

\>op adr.dat

<<adr.dat>>sk 100

<<adr.dat>>rd 10

abcdefghij

<<adr.dat>>
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ｗｒ ファイル書き込み

■動作説明 ファイル書き込み入力に移行し、ファイルへの書き込みを受け付ける。

ファイルポインタはデータを書き込んだバイト数、移動します。

本コマンドはファイルオープン中のみ有効で、ファイル書き込み入力時には、他のコマンド

入力は一切受付ません。

■入力形式 ｗｒ

■パラメータ説明

ｗｒコマンドを実行すると、ファイル書き込み入力に移行します。

入力時はプロンプトに”＊”が表示され、データ入力を受け付けます。

データは、ＣＲ（キャリッジリターン）の入力もしくは Ctrl+C もしくは Ctlr+Z のキー入力によりファイルに

書き込まれます。

ファイル書き込み入力時の操作

キー入力 動作

CR ＊以降に入力されたデータ（CR も含まれる）をファイルに書き込む。

入力は継続される。

Ctrl+C *以降に入力されたデータ（CTRL+C は含まれない）をファイルに書き込む。

ｗｒコマンドは終了する。

CTRL+Z *以降に入力されたデータ（CTRL+Z は含まれない）に EOF を付与してファイルに書き込む。

ｗｒコマンドは終了する。

■実行例

\>

\>op -n aaa.txt ←ファイル aaa.txt を新規にオープン

\<<aaa.txt>>wr ←書き込みモードへ

*0123456789 ←データの書き込み(CR)

*abcdefghijklmnopqrstuvwxyz ←データの書き込み(CR)

*^z ←書き込み終了(Ctrl-Z)

\<<aaa.txt>>sk 0 ←ファイルポインタを先頭に

\<<aaa.txt>>rd 1000123456789 ←読み込み(100byte)

abcdefghijklmnopqrstuvwxyz

\<<aaa.txt>>cl ←ファイルを閉じる

\>
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ｓｋ ファイルポインタ移動

■動作説明 ファイルポインタを移動する。

本コマンドはファイルオープン中のみ有効です。

■入力形式 ｓｋ △指定モード＜△ポインタ＞

■パラメータ説明

パラメータ 指定形式 意味

-s ポインタはファイルの先頭からの位置を示します。

-c ポインタは現在のポインタ位置からの相対位置を示します。

指定モード

-e ポインタはファイルの最後からの相対位置を示します。

ポインタ（省略可） 0～2147483647

-2147483648～0

ポインタ値（バイト数）を指定する。

省略時は 0

■実行例

\>op adr.dat

<<adr.dat>>sk 256

<<adr.dat>>lc

256

<<adr.dat>>

ｌｃ ファイルポインタ表示

■動作説明 現在のファイルポインタを表示する。

本コマンドパケットはファイルオープン中のみ有効です。

■入力形式 ｌｃ

■実行例

\>op adr.dat

<<adr.dat>>sk -e

<<adr.dat>>lc

1634484782

<<adr.dat>>
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ｖｒ ファームウェアバージョン表示

■動作説明 ＣＦＤ－２０Ｓのバージョン情報を表示する

■入力形式 ｖｒ

■実行例

\>vr

CFD-2xS Ver1.04

\>

ｓｔ ステータス情報表示

■動作説明 ＣＦＤ－２０Ｓのステータス情報を表示する。

■入力形式 ｓｔ

■実行例

\>st

Card Detect

COM Speed 115200

System Command Enable

\>
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ｓｌ スリープ命令

■動作説明 ＣＦＤ－２０Ｓをスリープ状態にする。

■入力形式 ｓｌ

■実行例

\>sl ←スリープ状態にする

a ←シリアルポートに何か送る（※）

Copylight (C) 2004 Alpha Project Inc. ←ＣＦＤ－２０Ｓが復帰する

CFD-2xS Compact Flash Reader/Writer

Intelligent File System CFD-2xS Ver1.04

\>

※スリープ状態からの復帰は、シリアルポートからのデータ受信ですので、データはどのようなものでも

構いません。

？ コマンド一覧表示

■動作説明 テキストコマンド一覧を表示する

■入力形式 ？

■実行例

\>?

Volume Lavel : VL

Disk Size : DK

Card Information : CI

Format : FM <VolumeLavel>

File List : FL <fileName>

＜省略＞

Unit Status : ST

System Time : TM <hh:mm:ss>

System Date : DT <yyyy-mm-dd>

Start Up : SU

Version : VR

\>
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５． ファイル操作ユーティリティ

5.1 ＣＦ－Ｅｘｐｌｏｒｅｒの概要

ＣＦ－Ｅｘｐｌｏｒｅｒは、Ｗｉｎｄｏｗｓ９５／９８／ＮＴ４．０／２０００／ＸＰで動作するＣＦＤ専用のファ

イル操作ユーティリティです。

ＣＦ－Ｅｘｐｌｏｒｅｒを利用すれば、パソコンとＣＦＤ－２０Ｓ間でのファイル転送や、ファイルリストの表示、

ファイル削除などをグラフィカル環境で操作することができます。

5.2 ＣＦ－Ｅｘｐｌｏｒｅｒの使い方

5.2.1 ＣＦ－Ｅｘｐｌｏｒｅｒのインストール

ＣＦ－Ｅｘｐｌｏｒｅｒは、ユーティリティディスクの setup.exe を実行してください。

5.2.2 ＣＦ－Ｅｘｐｌｏｒｅｒの操作画面

ＣＦ－Ｅｘｐｌｏｒｅｒの操作中画面は次のようになります。

ここにフォルダの内容が
表示されます。

ここにディレクト
リ構造が表示され

CF カードの全容量CF カードの空き容量

CF カードが挿入されてい
る時はアニメーション表
示されます

ファイル転送などの状況が
表示されます。

Fig 5.2.1 ＣＦ－Ｅｘｐｌｏｒｅｒの操作画面
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5.2.3 ＣＦ－Ｅｘｐｌｏｒｅｒのメニューとボタン

ＣＦ－Ｅｘｐｌｏｒｅｒのメニューとボタンの構成と機能は次のようになっています。

＜ボタン＞

●接続／切断 ＣＦＤ－２０Ｓと通信を接続／切断します。

ＣＦＤ－２０Ｓを使用する場合には、必ず接続されている必要があります。

●通信ポート設定 ＣＦ－Ｅｘｐｌｏｒｅｒの通信条件を設定します。

ＣＦＤ－２０Ｓ本体の設定と同じにします。（Fig 5.2.3 参照）

●最新の情報に更新 最新の情報を表示します。

●中断 現在実行している処理を中断します。

●一つ上の階層に移動 現在表示中の一つ上の階層を表示します。

最新の情報に更新接続/切断 通信ポート設定 一つ上の階層に移中断

Fig 5.2.2 ＣＦ－Ｅｘｐｌｏｒｅｒのメニューとボタン構成

Fig 5.2.3 ＣＯＭポート設定
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＜メニュー＞

接続 ＣＦＤ－２０Ｓと通信を接続／切断します

フォルダ作成 現在のフォルダ（ディレクトリ）の下に新規にフォルダを作成し

ます。

削除 ファイルもしくはフォルダの削除

名前の変更 フォルダもしくはファイル名の変更

●ファイル

終了 ＣＦ－Ｅｘｐｌｏｒｅｒを終了する。

コピー ファイルをコピーする。

切り取り ファイルを切り取る。

●編集

貼り付け コピーされたファイルを複写する。

ソート ファイルをソートする。

・名前 ・種類 ・サイズ ・日付

ファイル表示形式 アイコン表示と詳細表示を切り替えます。

●表示

最新の情報に更新 最新の情報に更新します。

ＣＯＭポート設定 ＣＦ－Ｅｘｐｌｏｒｅｒの通信条件を設定します。

Fig 5.2.3 参照

●設定

ログ 通信記録（ログ）の設定を行ないます。

・表示 ・記録 ・ログファイル消去 ・クリア

カード情報 挿入されているＣＦカードの情報を表示します。

ユニット情報 ＣＦＤ－２０Ｓのバージョン情報等を表示します。

時刻設定 ＣＦＤ－２０Ｓの内部時計の時刻の取得及び設定を行ないます。

ファイルダウンロード先設定 パソコンへのファイルの転送先を指定します。

●オプション

カードのフォーマット ＣＦカードをフォーマットします。

ＣＦＤ－２０ＳのＤＩＰ－ＳＷ設定がシステムコマンド受付許

可になっている必要があります。

注意 ログ表示をＯＮにした場合、動作が遅くなりますので必要がない限り表示しないことをお勧めします。

ディレクトリ表示部選択時またはファイル表示部選択時に右クリックすると次のようなサブメニューが表示されます。

メニュー項目 動作

フォルダの新規作成 現在のディレクトリ以下に新規にディレクトリを作成する。

ファイル削除／フォルダ削除 フィルルやフォルダを削除します。

ファイルダウンロード／フォルダダウンロード 選択されたファイルやフォルダをダウンロード先に転送します。

フォルダ以下全て削除 選択されたフォルダ以下を全て削除します。

Fig 5.2.4 サブメニュー



76

CFD-20S

5.2.4 ＣＦ－Ｅｘｐｌｏｒｅｒの操作

■ＣＦＤ－２０Ｓと接続する

ＣＦＤ－２０Ｓと接続する手順を説明します。

ＣＦＤ－２０Ｓは、一般的なパソコン周辺機器とは異なり専用のデバイスドライバを使用しません。

したがって、パソコンが起動中に取り外したり、電源をＯＮ／ＯＦＦしても問題ありません。

＜接続手順＞

①ＣＦＤ－２０Ｓの設定をバイナリモード、状態通知ＯＮ、通常モードにします。

（ＳＷ１－４→ＯＮ、ＳＷ２－３→ＯＮ、ＳＷ２－４→ＯＮ）

パソコンとＣＦＤ－２０Ｓを付属のＤサブケーブルで接続し、電源を入れます。

②ＣＦ－Ｅｘｐｌｏｒｅｒを立ち上げます。

③立ち上げた時点では何も表示されませんので接続／切断ボタンをクリックしてＣＦＤ－２０Ｓと接続します。

④接続された後に、ＣＦカードを挿入すると\ROOT が表示されます。

ディレクトリ表示の ＋ はそのフォルダの下に下層フォルダがあることを示します。

＋ をクリックすると下層フォルダが表示されます。

ＣＦカードは抜き差しすると、自動的に検出し表示を更新します。

⑤ＣＦＤ－２０Ｓと通信を切断する場合には接続／切断アイコンを再度クリックします。

■動作が不安定になった場合

ＣＦＤ－２０Ｓは、シリアル通信にて操作されるため、操作手順や操作方法によっては動作が不安定になる場合が

あります。

この場合には、一度、接続／切断ボタンをクリックして通信を切断し、再度接続をおこなってください。

接続前 接続後（CF カード挿入済み)

Fig 5.2.5 ＣＦ－Ｅｘｐｌｏｒｅｒの接続／切断
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■パソコンからファイルをコピーする

パソコンからＣＦカードにファイルをコピーするには、コピーしたいファイルをファイル表示部にドラッグ＆ドロ

ップするだけです。フォルダ単位でも可能です。

注 意 ＣＦＤ－２０Ｓはシリアル通信でファイル転送をおこなうため、一般的なパソコン周辺機器と比べて

転送時間が十数倍～百倍程度かかりますので注意してください。転送時間を短縮するには、なるべく

速い通信速度に設定してください。ちなみに１１５．２Ｋ接続時で１Ｍバイトのファイルの転送には

約２分弱かかります。

ドラッグ＆ドロップ

ドラッグ＆ドロップ

Fig 5.2.6 パソコンからのファイルのコピー



78

CFD-20S

■ＣＦカードからパソコンにファイルをコピー（ダウンロード）する

ＣＦカードからパソコンにファイルをコピーする場合には該当するファイルを選択して、ダブルクリックするか、

右クリックサブメニューで［ダウンロード］を選択します。

ファイルはダウンロード先に転送されます。ダウンロード先は［オプションメニュー］→［ファイルダウンロード

先設定］で設定しておきます。

注 意 ＣＦＤ－２０Ｓはシリアル通信でファイル転送をおこなうため、一般的なパソコン周辺機器と比べて

転送時間が十数倍～百倍程度かかりますので注意してください。転送時間を短縮するには、なるべく

速い通信速度に設定してください。ちなみに１１５．２Ｋ接続時で１Ｍバイトのファイルの転送には

約２分弱かかります。

■ＣＦカードからファイルやフォルダを削除する

ＣＦカードからファイルを削除するには、該当するファイルを選択して、右クリックのサブメニューで「ファイル削

除」を実行します。またフォルダごと削除する場合には、フォルダを選択して「フォルダ削除」を実行します。

注 意 ＣＦ－Ｅｘｐｌｏｒｅｒで削除されたファイルは、ごみ箱には残らず、完全に消去されます。

削除する際には、十分注意してください。

Fig 5.2.7 ＣＦカードからパソコンへのファイルのコピー
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６． その他

6.1 動作確認済みＣＦカード

弊社にて動作が確認されておりますＣＦカード、マイクロドライブについては、別紙の「CFD-20S CompactFlash 対応表」

を御確認ください。

なお、弊社では、ＳａｎＤｉｓｋ社製のＣＦカードを推奨しております。

6.2 アクセス性能

ＣＦＤ－２０Ｓの読み込み速度と書き込み速度の参考値を次に示します。

測定条件

使用カード ①ＳＤＣＦＢ－２５６－８０１（ＳａｎＤｉｓｋ） ※ＦＡＴ１６

②ＳＤＣＦＢ－２５６－８０１（ＳａｎＤｉｓｋ） ※ＦＡＴ３２

測定方法 弊社測定プログラムを使用

５００Ｋｂｙｔｅのファイルのシーケンシャル読み込みもしくは書き込みをした時の平均値

アクセス性能参考値

ＳＤＣＦＢ－２５６－８０１(ＦＡＴ１６） ＳＤＣＦＢ－２５６－８０１(ＦＡＴ３２）通信速度

READ WRITE READ WRITE

230400bps 14770byte/秒 18220byte/秒 14670byte/秒 17160byte/秒

115200bps 8830byte/秒 10020byte/秒 8860byte/秒 9720byte/秒

57600bps 4950byte/秒 5280byte/秒 4960byte/秒 5200byte/秒

38400bps 3520byte/秒 3580byte/秒 3490byte/秒 3550byte/秒

19200bps 1800byte/秒 1830byte/秒 1800byte/秒 1810byte/秒

9600bps 910byte/秒 920byte/秒 910byte/秒 920byte/秒

4800bps 460byte/秒 460byte/秒 460byte/秒 460byte/秒

注）上記数値はあくまで参考値です。個々のＣＦカードの性能を示すものではありません。

アクセス性能は、制御方法、使用するＣＦカード、内部ファイルの状態などにより変動します。

Fig 6.2.1 アクセス性能
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6.3 外形寸法図
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塗装色：セレクトアイボリー
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Fig 6.3.3 ＣＦＤ－２０ＳＣ（ケースタイプ）外形寸法
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6.4 付属品の仕様

ＣＦＤ－２０Ｓに標準添付のＲＳ２３２Ｃケーブルは一般的なＤ－ＳＵＢクロスケーブル（９ピン）です。

結線は次のようになっています。

信号名 DSUB

9PIN(ﾒｽ)

DSUB

9PIN(ﾒｽ)

信号名

ＤＣＤ １ １ ＤＣＤ

ＲｘＤ ２ ２ ＲｘＤ

ＴｘＤ ３ ３ ＴｘＤ

ＤＴＲ ４ ４ ＤＴＲ

ＧＮＤ ５ ５ ＧＮＤ

ＤＳＲ ６ ６ ＤＳＲ

ＲＴＳ ７ ７ ＲＴＳ

ＣＴＳ ８ ８ ＣＴＳ

ＲＩ ９ ９ ＲＩ

SHELL SHELL

6.5 バージョンアップ

ＣＦＤ－２０ＳはプログラムメモリにフラッシュＲＯＭを採用しており、ユーザ－サイドでバージョンアップが可能に

なっています。ファームウェアのバージョンアップツール及びバージョンアップデータは弊社ホームページより提供さ

れます。

ホームページアドレスは、「製品サポートのご案内」をご覧ください。

バージョンアップは不定期に行なわれますので、時々チェックしていただけるようお願いします。

6.5.1 バージョンアップの方法

バージョンアップには以下の２つプログラムを使用します。

●ＣＦＤ－２０Ｓ／２１Ｓ用バージョンアップツール ＣＦＤ２ｘＵＰ．ｅｘｅ

●ＣＦＤ－２０Ｓ／２１Ｓ用バージョンアップデータ ＣＦＤ２＿○○○．ｍｏｔ

※バージョンアップツール及びバージョンアップデータは、ＣＦＤ－２０Ｓ、ＣＦＤ－２１Ｓの共通プログラムと

なります。

Fig 6.4.1 ケーブル結線（クロスケーブル）

バージョン番号

例）104 ← Ver1.04
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■バージョンアップの手順

①最初に現在のバージョンを確認します。確認にはＣＦ－Ｅｘｐｌｏｒｅｒを接続し、オプション→ユニット情報

で確認します。現在のバージョンよりも新しいバージョンアップデータがリリースされていた場合に、バージョ

ンアップをおこなってください。

②次にＣＦＤ－２０Ｓの電源を切った状態でＤＩＰ－ＳＷを設定します。ＳＷ２－１→ＯＮ、ＳＷ２－４→ＯＦＦ

にしてください。それ以外のＳＷの設定は関係ありません。

③次にパソコンとＣＦＤ－２０Ｓを付属のＲＳ２３２Ｃケーブルで接続し、ＣＦＤ－２０Ｓの電源を投入します。

④次にＣＦＤ２ｘＵＰ．ｅｘｅを実行します。

Fig 6.5.1 バージョン情報

Fig 6.5.2 アップデートツール
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⑤次にファイル→開くを選択します。ファイル選択ダイアログが表示されますので、ＣＦＤ２＿○○○．ｍｏｔ

を選択します。すると次のような表示に変わり、進行状態が表示されます。

進行はＢＯＯＴ Ｐｒｏｇｒａｍ転送中 → ファームウェア転送中 → アップデート終了と進みます。

バージョンアップは２分～３分で終了します。アップデートが正常に終了した場合には、ＰＯＷＥＲ ＬＥＤ

が点滅します。

「ＣＯＭポートがオープン出来ません」のエラーメッセージが表示された場合には、設定→通信ポート設定で

ＣＯＭポートを正しく設定するか、他にＣＯＭポートを使用しているアプリケーションがあれば終了させてく

ださい。転送が開始されない場合には、ＤＩＰ－ＳＷの設定が正しいか確認してください。

⑥次に動作を確認します。ＣＦ－ＥＸｐｌｏｒｅｒを使用してバージョン番号と一連の動作を確認してください。

ＤＩＰ－ＳＷの設定は、「5.2 ＣＦ－Ｅｘｐｌｏｒｅｒの使い方」をご覧ください。

Fig 6.5.3 ＢＯＯＴ Ｐｒｏｇｒａｍ転送中
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6.6 ＣＦＤ－１０Ｓから置き換えのお客様へ

6.6.1 ＣＦＤ－１０Ｓからの置き換えについて

ＣＦＤ－２０Ｓは、コマンドモードや筐体サイズ等、ＣＦＤ－１０Ｓと同じです。

したがって、ＣＦＤ－１０ＳをそのままＣＦＤ－２０Ｓへ置き換える事が出来ます。

但し、ＣＦＤ－２０ＳのフレームタイプでＴＴＬインターフェースコネクタを使用している場合には、１０番ピン

の仕様が異なりますのでご注意ください。

※Fig 6.6.2 のように１０番ピンは、出力バッファの電源ピンに接続されていますので＋５Ｖまたは＋３．３Ｖを

接続する事により、＋５Ｖ回路または＋３．３Ｖ回路への接続が出来ます。（オープンでは動作しません。）

詳細は、「3.2.3 ＴＴＬインターフェース」及び「3.3 電源の供給」をご覧ください。

ＣＦＤ－２０ＳとＣＦＤ－１０Ｓの違いについての詳細は、「6.6.2 ＣＦＤ－１０Ｓとの機能比較表」をご覧く

ださい。

出力バッファ

ＴＸＤ

ＲＴＳ

＋５Ｖ

＋５Ｖ

３

５

９

１０

ＴＴＬインターフェース
コネクタ

ＶＣＣ

Fig 6.6.1 ＣＦＤ－１０Ｓの場合

ＣＦＤ－１０Ｓ
電源

ＴＸＤ

ＲＴＳ

＋３．３Ｖ ｏｒ ＋５Ｖ

出力バッファ

ＴＸＤ

ＲＴＳ

＋５Ｖ

３

５

９

１０

ＴＴＬインターフェース
コネクタ

ＶＣＣ

Fig 6.6.2 ＣＦＤ－２０Ｓの場合

ＣＦＤ－２０Ｓ
電源

ＴＸＤ

ＲＴＳ
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6.6.2 ＣＦＤ－１０Ｓとの機能比較表

機能 ＣＦＤ－１０Ｓ ＣＦＤ－２０Ｓ

対応カード ＴＹＰＥⅠ コンパクトフラッシュカード ＴＹＰＥⅠ／Ⅱ コンパクトフラッシュ／

マイクロドライブ

ファイルシステム ＦＡＴ１２／１６（ＶＦＡＴ対応） ＦＡＴ１２／１６／３２（ＶＦＡＴ対応）

同時ファイル

オープン数

１ ２

※バイナリコマンドモードのみ、

キャラクタコマンドモードでは１

コマンドモード ・キャラクタコマンドモード

・バイナリコマンドモード

ＤＩＰ－ＳＷにて切り替え

同じ

RS232 I/F 調歩同期シリアル

4800 / 9600 / 19.2K / 38.4K / 57.6K /

115.2k/ 230.4K bps

ＤＩＰ－ＳＷにて切り替え

調歩同期シリアル

2400 / 4800 / 9600 / 19.2K / 38.4K /

57.6K / 115.2k/ 230.4K bps

ＤＩＰ－ＳＷにて切り替え

TTL I/F ５ＶＴＴＬ（ＳＦタイプのみ） ３．３Ｖ／５ＶＴＴＬ（ＳＦタイプのみ）

※１０番ピンをＩ/Ｆ ＰＯＷＥＲに変更

日付／時間 内部タイマにてカウント（バックアップなし）

精度±５０ｐｐｍ（＋２５℃）

専用時計ＩＣ搭載（スーパーキャパシタにて

最大約１７０時間バックアップ）

精度±２０ｐｐｍ（＋２５℃）

表示 パワーＬＥＤ、ＣＡＲＤ検出ＬＥＤ、

アクセスＬＥＤ、通信ＬＥＤ
同じ

ＤＩＰ ＳＷ ８ビット、各種動作設定用 ボーレートの設定方法を変更

コネクタ ＥＩＡ－５７４準拠

Ｄ－ＳＵＢ９ｐｉｎオス

ＴＴＬコネクタ

電源ジャック（ＡＣアダプタ専用）

同じ

ＣＦカードスロット ＴＹＰＥⅠ １スロット ＴＹＰＥⅡ １スロット

筐体 １０５（Ｗ）×８７．２（Ｄ）×３５（Ｈ）

（ＣＦＤ－１０ＳＦ）

７５（Ｗ）×１００（Ｄ）×３０（Ｈ）

（ＣＦＤ－１０ＳＣ）

上記寸法は、ケーブル、突起部分を除く

筐体寸法はＣＦＤ－１０Ｓと同じ

※ＣＦカード挿入時のＣＦカード突出部の

の長さを変更

電源 ＤＣ５Ｖ±５％
同じ

消費電流 ＭＡＸ１５０ｍＡ

（待機時、ＣＦカード未挿入）

ＭＡＸ６０ｍＡ（待機時、ＣＦカード未挿入）

ＭＡＸ５０ｍＡ（スリープモード時）

動作温度 ０℃～６０℃ 結露無し －１０℃～６０℃ 結露無し

付属品 ・マニュアルディスク

・ユーティリティディスク

・Ｄサブ９ピンクロスケーブル（１．８ｍ）

・ＡＣアダプタ

入力 ＡＣ１００～１２０Ｖ

５０／６０Ｈｚ ０．３Ａ

出力 ＤＣ５Ｖ ２．３Ａ

同じ

Fig 6.6.3 ＣＦＤ－１０Ｓとの機能比較表
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●製品サポート

万が一、製作上の不具合や回路の機能的な問題を発見された場合には、お手数ですが弊社サポートまでご連絡ください。

以下の内容に該当するお問い合わせにつきましては受け付けておりませんのであらかじめご了承ください。

■本製品の回路動作に関するご質問

■ユーザ回路の設計方法やその動作についてのご質問

■関連ツールの操作指導

■その他、製品の仕様範囲外の質問やお客様の技術によって解決されるべき問題

●修理の依頼

修理をご依頼いただく場合には、お名前、製品名、シリアル番号、詳しい故障状況を弊社製品サポートへご連絡ください。

弊社にて故障状況を確認のうえ、修理の可否、修理費用等をご連絡いたします。ただし、過電圧印加や高熱等により製品

全体がダメージを受けていると判断される場合には、修理をお断りする場合もございますのでご了承ください。

なお、弊社までの送料はお客様ご負担となります。

●バージョンアップ

本製品に付属するソフトウェアは、不定期で更新されます。それらは全て弊社ホームページよりダウンロードできます。

FD や CD-ROM などの物理媒体での提供をご希望される場合には、実費にて承りますので弊社営業までご連絡ください。

●弊社ホームページのご利用について

アプリケーションノートやＦＡＱ等、お客様にお役立ていただける情報を弊社ページに掲載しておりので、是非ご利用く

ださい。

●製品サポートの方法

製品サポートについては、FAXもしくは E-MAIL でのみ受け付けております。お電話でのお問い合わせは受け付けており

ませんのでご了承ください。なお、お問い合わせの際には、製品名、使用環境、使用方法等、問題点などを詳細に記載して

ください。

製品サポートのご案内

■ＦＡＸ ０５３－４０１－００３５

■Ｅ－ＭＡＩＬ query@apnet.co.jp

製品サポート窓口

弊社ホームページアドレス http://www.apnet.co.jp
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弊社製品をベースとしたカスタム品やシステム開発を承っております。

お客様の仕様に合わせて、設計から OEM 供給まで一貫したサービスを提供いたします。

詳しくは、弊社営業窓口までお問い合わせください。

エンジニアリングサービスのご案内

■ＴＥＬ ０５３－４０１－００３３（代表）

■Ｅ－ＭＡＩＬ sales@apnet.co.jp

営業案内窓口
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版数 日付 改定内容

1 版

2 版

3版

2004/03/22

2005/03/09

2005/08/25

新規作成

バージョン情報に関する記載を修正

動作確認済みＣＦカード一覧に新たに確認を行ったカードを記載

動作確認済みＣＦカード一覧を別紙に記載

改定履歴
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本文書について

・本文書の著作権は（株）アルファプロジェクトが保有します。

・本文書の内容を無断で転載することは一切禁止します。

・本文書の内容は、将来予告なしに変更されることがあります。

・本文書の内容については、万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点、誤りなどお気付きの点がありましたら弊社までご連絡

下さい。

・本文書の内容に基づき、アプリーケーションを運用した結果、万一損害が発生しても、弊社では一切責任を負いませんのでご了承下さ

い。

商標について

・Windows®の正式名称は Microsoft®Windows®Operating System です。

Microsoft、Windows、Windows NT は、米国 Microsoft Corporation.の米国およびその他の国における商標または登録商標です。

Windows®XP、Windows®2000 Professional、Windows®Millennium Edition、Windows®98 は、米国 Microsoft Corporation.の商品名称です。

本文書では下記のように省略して記載している場合がございます。ご了承ください。

Windows®XP は Windows XP もしくは WinXP

Windows®2000 Professional は Windows 2000 もしくは Win2000

Windows®Millennium Edition は Windows Me もしくは WinMe

Windows®98 は Windows 98 もしくは Win98

・SuperH は、（株） 日立製作所の登録商標、商標または商品名称です。

・Max+plus および Quartus は、Altera Corporation の米国およびその他の国における登録商標、商標です。

・その他の会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。

ALPHA PROJECT Co.,LTD.
株式会社アルファプロジェクト

〒431-3114
静岡県浜松市東区積志町 834
http://www.apnet.co.jp
E-MAIL : query@apnet.co.jp


